
約120年前、製糸産業で繁栄した埼玉の街道沿いに設けられた本
庄商業銀行の〝蚕〟の集積倉庫。その後、商業施設等に転用されな
がらも街道の歴史を刻んできた煉瓦組積造の建築を、耐震補強し市
の交流施設として再生させたものである。
　早稲田大学中谷研究室による詳細調査を経てこの誠実な建築家
が選んだ保存方法は、単なる復旧復元ではなく、途中の使用の痕跡
そのものを貴重な時間の記憶として残すことであり、さらに耐震補強の
ための鉄骨や設備要素を元の構造やモデュールから縁を切り、当初
の煉瓦壁と木造の柱梁をできる限り原形のまま残すこととしており、元

の建築や時間に対する建築家の深い尊意と愛情が感じられる。
　この手法については審査員の中でも異論はあったが、一つの典型
的改修手法として評価する必要があると思う。
　1階のT字耐震構造と設備ダクト、防煙たれ壁が空間を阻害して
いること、外部雨水竪樋の始末を露出塩ビ配管で済ませたことなど気
になるところはあるものの、改修がますます重要になる現状において、こ
のような正面からの真摯な挑戦がさらに成果をあげることを心から期待
したい。 （櫻井 潔）
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